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エ　サ

エノコログサ オヒシバ
ススキなど
イネの仲間

（ほとんどのバッタはこれでＯＫ）

ヨモギ オオバコ ギシギシなど

◎卵を産ませるには

成虫がうまく飼えるようになったら、図のような
容器を使い、卵を産ませましょう。メスは卵鞘

しょう

（ス
ポンジ状のあわの中に卵がたくさん入ったもの）を
土中に産みこみます。

●産卵のための土や砂は、ゴミなどを取り除き、フ
ライパンで焼くか、電子レンジで10分程度殺菌

き ん

する。

●土を入れる深さは、バッタによって違う。
オンブバッタ…5㎝、トノサマバッタ…8㎝、
ショウリョウバッタ…10㎝

●土は表面がかわかない程度の、しめった状態にする。

●フンやゴミを取り、土の表面をいつもきれいにし
ておく。そのままにしておくと、カビがはえる。

バッタの産卵容器

容器のふちに産
卵したときは、
卵鞘

しょう

が見える

はば：オンブバッタ10㎝
ショウリョウバッタ20㎝くらい

卵をあわで
つつみこむ

◎卵を産んだら

バッタが産卵していたり、容器の側面に産卵したあとを見つけたら、幼虫が生まれるまで容
器ごと保存します。もし、産卵したかどうか分からないときは、表面の土をそっと取り除いて
みましょう。スポンジ状の卵鞘

しょう

があったら、産卵した証拠です。土をていねいにかぶせ、元の
状態にもどします。
一つの卵鞘内に、オンブバッタは40個前後、トノサマバッタは50～100個の卵が入って

います。

・卵の入った容器にはふたをしない。
・大きな容器はしっかりふたをする。

●容器は日のあたらない車庫などにおく。

●暖房のかかる部屋にはおかない。

●容器表面の土がかわいていないか、
カビなどがないか、ときどき調べる。

大きい容器は、卵の入った容器より、
幅5㎝以上、高さ2㎝以上あればよい

トノサマバッタ・ショウリョウバッタ オンブバッタ

トノサマバッタの産卵の様子

卵の保存


